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(百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第２四半期の業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 15 - △62 - △60 - 18 -

26年３月期第２四半期 - - - - - - - -
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 0.38 -

26年３月期第２四半期 - -
※ 当社は、平成26年３月期第２四半期は連結業績を開示しておりましたが、当第１四半期より非連結の業績を開示し

ております。そのため、平成26年３月期第２四半期の経営成績(累計)及び対前年同四半期増減率については記載し

ておりません。

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 4,665 4,172 89.4

26年３月期 4,768 4,153 87.1

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 4,155 百万円 26年３月期 4,153 百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 - - - 0.00 0.00

27年３月期 - - -

27年３月期(予想) - - - 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成27年３月期の業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 510 △17.1 11 - 11 - 90 △90.7 1.84
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

決算短信 （宝印刷）  2014年11月13日 10時44分 1ページ （Tess 1.40 20131220_01）



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 49,243,000株 26年３月期 49,243,000株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 41,243株 26年３月期 40,214株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 49,202,345株 26年３月期２Ｑ 25,008,283株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料２ページ「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。また、当社

は当第２四半期累計期間より四半期財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動があったものの、政

府・日銀による各種政策を背景に、緩やかな景気回復傾向が続きました。しかしながら、消費税増税の影響や、電

気料金・ガソリン価格の値上がりなどを背景に、個人消費は節約志向が強まり、先行き不透明な状況で推移しまし

た。

レジャー業界においては旅行業界が徐々に回復が進んでいるのと比較すると興行業界は未だ回復が進んでおらず

依然厳しい環境が続いております。

そのような中、当社は平成26年７月・８月と中日劇場の各公演に対する販売協力を行いました。また、平成26年

10月に昨年と同様「錦秋名古屋顔見世公演」の上演を控え、営業活動のほかキャンペーン活動を行ってまいりまし

た。

当第２四半期累計期間の業績は、売上高１千５百万円となりました。利益面では、営業損失６千２百万円、経常

損失６千万円、四半期純利益１千８百万円となりました。

なお、当第２四半期累計期間より、当社の報告セグメントは単一セグメントとなりましたので、セグメント別の

記載は省略しております。

（２）財政状態に関する説明

　（資産の部）

当第２四半期会計期間末における流動資産の残高は、46億１千万円となり、前事業年度末に比べ９億２千１百万

円の増加となりました。この主な要因は、未収入金が９億９千４百万円増加したものの、売掛金が２千９百万円減

少したことによるものであります。固定資産の残高は、５千４百万円となり、前事業年度末に比べ10億２千４百万

円の減少となりました。この主な要因は、長期未収入金10億円が未収入金へ振替えられたことによるものです。こ

の結果、総資産は、46億６千５百万円となり、前事業年度末に比べ１億２百万円の減少となりました。

　（負債の部）

当第２四半期会計期間末における流動負債の残高は、１億４千７百万円となり、前事業年度末に比べ１億２千１

百万円の減少となりました。この主な要因は、前受金が１億４百万円増加したものの、買掛金が９千万円、未払法

人税等が５千１百万円、その他が８千３百万円減少したことによるものであります。固定負債の残高は、３億４千

４百万円となり、前事業年度末に比べ１百万円未満の減少となりました。この結果、負債合計は、４億９千２百万

円となり、前事業年度末に比べ１億２千２百万円の減少となりました。

　（純資産の部）

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は、41億７千２百万円となり、前事業年度末に比べ１千９百万円

の増加となりました。この主な要因は、利益剰余金が１千８百万円増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

国内では少子高齢化・人口減少の時代となり、企業収益もグローバル競争の中で業績の二極分化がさらに進むこ

とが見込まれます。前年度末には消費税増税前の駆け込み需要もあり景気回復基調となりましたが、個人消費の全

体的な引き上げまでにはいたっておらず不透明な状態が継続していることから、演劇興行を主とする当社にとりま

しては、なお非常に厳しい経営環境が続くことは避けられないものと予想されます。

こうした状況に対処するため、当社は、迅速な意思決定を図り、経営の合理化をさらに推し進めるとともに、潜

在需要を開拓し、売上向上と顧客満足のために営業活動を展開していくことが最重要課題であると考えております。

劇場事業では、歌舞伎公演を軸に多様化する顧客ニーズを的確に踏まえた演劇の提供を図り、演劇ならびに劇場

空間を充実させ、魅力のある興行を実施してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,599,739 3,557,421

売掛金 32,550 2,762

貯蔵品 685 1,182

未収入金 8,366 1,002,553

その他 50,456 49,364

貸倒引当金 △2,942 △2,762

流動資産合計 3,688,856 4,610,522

固定資産

有形固定資産

建物 677 562

土地 1,129 1,129

リース資産 4,936 3,372

有形固定資産合計 6,743 5,064

無形固定資産 122 102

投資その他の資産

投資有価証券 40,674 41,440

関係会社株式 24,000 -

長期未収入金 1,000,000 -

その他 7,603 7,923

投資その他の資産合計 1,072,278 49,363

固定資産合計 1,079,145 54,531

資産合計 4,768,002 4,665,053

負債の部

流動負債

買掛金 96,529 5,637

未払法人税等 57,385 6,070

前受金 - 104,005

その他 115,006 31,663

流動負債合計 268,921 147,376

固定負債

リース債務 2,081 1,264

繰延税金負債 321,640 321,560

退職給付引当金 21,843 22,062

固定負債合計 345,565 344,887

負債合計 614,486 492,263

純資産の部

株主資本

資本金 2,121,437 2,121,437

資本剰余金 1,987,121 1,987,121

利益剰余金 71,285 89,957

自己株式 △34,465 △34,708

株主資本合計 4,145,379 4,163,808

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 8,135 8,980

評価・換算差額等合計 8,135 8,980

純資産合計 4,153,515 4,172,789

負債純資産合計 4,768,002 4,665,053
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 15,656

売上原価 22,982

売上総損失（△） △7,325

販売費及び一般管理費 55,445

営業損失（△） △62,771

営業外収益

受取利息 239

受取配当金 1,305

還付加算金 426

その他 431

営業外収益合計 2,402

営業外費用

支払利息 115

その他 223

営業外費用合計 339

経常損失（△） △60,708

特別利益

関係会社清算益 79,687

特別利益合計 79,687

税引前四半期純利益 18,979

法人税、住民税及び事業税 306

法人税等合計 306

四半期純利益 18,672
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
当第２四半期連会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 18,979

減価償却費 1,711

貸倒引当金の増減額（△は減少） △180

退職給付引当金の増減額（△は減少） 218

受取利息及び受取配当金 △1,545

支払利息 115

関係会社清算益 △79,687

売上債権の増減額（△は増加） 29,787

たな卸資産の増減額（△は増加） △496

未収入金の増減額（△は増加） 8,045

仕入債務の増減額（△は減少） △90,891

未払消費税等の増減額（△は減少） 28,419

前受金の増減額（△は減少） 104,005

その他 △27,334

小計 △8,852

利息及び配当金の受取額 1,545

利息の支払額 △115

法人税等の支払額 △44,580

営業活動によるキャッシュ・フロー △52,003

投資活動によるキャッシュ・フロー

関係会社の清算による収入 11,990

その他 △331

投資活動によるキャッシュ・フロー 11,659

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △1,730

その他 △243

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,974

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,318

現金及び現金同等物の期首残高 256,864

現金及び現金同等物の四半期末残高 214,546
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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